
平成 24 年 3 月 29 日 

各      位 

                 会 社 名  トレンドマイクロ株式会社 

                      代表者名  代表取締役社長 エバ チェン 

                               (コード番号４７０４ 東証第一部) 

                   問合せ先  代表取締役副社長 COO 兼 CFO マヘンドラ・ネギ 

（TEL．０３－５３３４－４８９９） 
 
 

(訂正)「平成 23 年 12 月期 決算短信〔日本基準〕(連結)」の一部訂正について 
 
 
平成 24 年 2 月 16 日に公表いたしました「平成 23 年 12 月期 決算短信〔日本基準〕(連結)」の記載内容

について、一部訂正がありましたので下記のとおりお知らせいたします。なお、下線は訂正箇所を示しま

す。 

 
記 

 

 
①訂正箇所：(7 ページ) 

1.経営成績 (4)事業等のリスク 

 
【訂正前】 

ソフトバンクBB株式会社との関係の変化により当社グループの連結売上高が影響を受ける可能性につい

てソフトバンクBB社は当社グループにとって大手の販売先であり、同社との関係は日本での事業展開にお

いて重要な役割をもっています。仮に同社との関係が悪化した場合には、同社への売上高が減少する可能

性や、同社を通じて当社グループの各種製品やサービスを販売しているシステムインテグレータなどとの

関係も悪化する可能性があります。過去 3 年間のソフトバンクBB社に対する売上高が当社グループにおけ

る連結売上高に占める比率は、平成 21 年度は 104 億円（10.9％）、平成 22 年度は 123 億円（13.0％）、

平成 23 年度は 125 億円（13.0％）となっています。 

またソフトバンクBB社は当社グループの各種製品及びサービスを企業ユーザに販売している多くのシス

テムインテグレータと密接な関係を持っており、同社の企業戦略、販売方針の変更などの動向は当社グル

ープに直接的に関係がないものであっても、当社グループの経営成績に影響を与え、当社株価を変動させ

る要因となる可能性があります。 

 

【訂正後】 

ソフトバンクBB株式会社との関係の変化により当社グループの連結売上高が影響を受ける可能性につい

てソフトバンクBB社は当社グループにとって大手の販売先であり、同社との関係は日本での事業展開にお

いて重要な役割をもっています。仮に同社との関係が悪化した場合には、同社への売上高が減少する可能

性や、同社を通じて当社グループの各種製品やサービスを販売しているシステムインテグレータなどとの



関係も悪化する可能性があります。過去 3 年間のソフトバンクBB社に対する売上高が当社グループにおけ

る連結売上高に占める比率は、平成 21 年度は 104 億円（10.9％）、平成 22 年度は 123 億円（13.0％）、

平成 23 年度は 125 億円（13.1％）となっています。 

またソフトバンクBB社は当社グループの各種製品及びサービスを企業ユーザに販売している多くのシス

テムインテグレータと密接な関係を持っており、同社の企業戦略、販売方針の変更などの動向は当社グル

ープに直接的に関係がないものであっても、当社グループの経営成績に影響を与え、当社株価を変動させ

る要因となる可能性があります。 



②訂正箇所：(45 ページ) 

4.連結財務諸表 (8)連結財務諸表に関する注記事項 (セグメント情報等)【セグメント情報】 

    3 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報  

 
【訂正前】 

前連結会計年度 (自 平成 22 月１月１日  至 平成 22 年 12 月 31 日) 
         (単位：百万円) 

 日本 北米 欧州 
アジア・  

パシフィック 中南米 計 

売上高  

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高 

42,325 22,726 18,258 9,457 2,623 95,391

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高 

12,637 1,849 1,085 9,974 6 25,553

計 54,962 24,576 19,343 19,431 2,630 120,944

セグメント利益又は損失 24,755 △1,648 △411 140 790 23,626

セグメント資産 81,476 31,636 23,521 19,395 6,373 162,403

 
その他の項目  

  減価償却費 3,088 1,407 447 1,062 10 6,015

 有形固定資産及び 
 無形固定資産の増加高 

3,343 3,041 505 1,662 2 8,555

 
【訂正後】 

前連結会計年度 (自 平成 22 月１月１日  至 平成 22 年 12 月 31 日) 
         (単位：百万円) 

 日本 北米 欧州 
アジア・  

パシフィック 中南米 計 

売上高  

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高 

42,325 22,726 18,258 9,457 2,623 95,391

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高 

12,637 1,849 1,085 9,974 6 25,553

計 54,962 24,576 19,343 19,431 2,630 120,944

セグメント利益又は損失 24,755 △1,648 △411 140 790 23,626

セグメント資産 141,364 31,636 23,521 19,395 6,373 222,291

 
その他の項目 

 

  減価償却費 3,088 1,407 447 1,062 10 6,015

 有形固定資産及び 
 無形固定資産の増加高 3,343 3,041 505 1,662 2 8,555

 



③訂正箇所：(46 ページ) 

4.連結財務諸表 (8)連結財務諸表に関する注記事項 (セグメント情報等)【セグメント情報】 

    4 報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に関 

    する事項)  

 
【訂正前】 

(単位：百万円) 

資産 前連結会計年度 当連結会計年度 

報告セグメント計 162,403 217,167

セグメント間取引消去 43,696 △15,402

連結財務諸表の資産合計 206,099 201,765

 
【訂正後】 

(単位：百万円) 

資産 前連結会計年度 当連結会計年度 

報告セグメント計 222,291 217,167

セグメント間取引消去 △16,191 △15,402

連結財務諸表の資産合計 206,099 201,765

 

 

 

 
以上 


